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地域医療支援病院について 

 

 

 

 医療は患者の身近な地域で提供されることが望ましいという観点から、かかりつ

け医、かかりつけ歯科医を地域における第一線の医療機関として位置づけるととも

に、他の医療機関との適切な役割分担と連携を図っていく必要がある。 

 このような観点に立って、かかりつけ医、かかりつけ歯科医を支援し、二次医療

圏単位で地域医療の充実を図る病院として、それまでの総合病院の制度が廃止され、

平成１０年度から地域医療支援病院の制度が設けられた。 

 

 

 

 

平成 14 年 9 月 6 日愛知県医療審議会医療計画部会承認 

 平成 29 年 8 月 10 日修正 

 

１ 地域医療支援病院については、原則として各医療圏に 1 か所以上の地域医療支

援病院を承認することを最終目標とし、関係者の合意形成に努めるものとする。 

 

２ 地域医療支援病院の要件は、平成 10 年 5 月 19 日付け健政発第 639 号各都道府

県知事あて厚生省健康政策局長通知「医療法の一部を改正する法律の施行につい

て」による。 

 

３ 地域医療支援病院の承認に当たっては、制度の趣旨にかんがみ、各医療圏の関

係者の意見を聴くものとするが、その意見の聴取は、圏域保健医療福祉推進会議

において行うものとする。医療法施行細則（昭和 35 年 12 月 10 日愛知県規則第 54

号）の様式第 14 号の地域医療支援病院名称承認申請書については、圏域保健医療

福祉推進会議における意見聴取を行った後に、提出させるものとする。 

 

４ 地域医療支援病院の承認に当たっては、保健所、医務課は、相互に連携すると

ともに、当該医療圏の関係者と十分な連携を図って、事務を進めるものとする。 

 

 

 

１．制度の趣旨 

２．地域医療支援病院の取扱方針 
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３．地域医療支援病院の承認の要件について  

 

○ 地域医療支援病院の承認の要件は、医療法第４条第１項により、「国、都道府県、

市町村、特別医療法人その他厚生労働大臣の定める者の開設する病院であって、地

域における医療の確保のために必要な支援に関する次に掲げる要件に該当するも

の」とされ、次の６つの要件が示されています。 

① 紹介患者に対し医療を提供（いわゆる紹介外来制を原則）し、かつ、共同利

用のための体制が整備されていること。 

② 救急医療を提供する能力を有すること。 

③ 地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修を行わせる能力を有するこ

と。 

④ ２００床以上の病床を有すること。ただし、都道府県知事が、地域における

医療の確保のために必要であると認めたときは、この限りでない。 

⑤ 一般の病院に必要な施設に加え、集中治療室、化学、細菌、病理の検査施設、

病理解剖室、研究室、講義室、図書室、救急用又は患者搬送用自動車並びに医

薬品情報管理室を有すること。 

⑥ 施設の構造設備が医療法施行規則で定める要件に適合すること。 

 

○ なお、地域医療支援病院の承認の要件の一つである、「紹介患者に対し医療を提

供し、（中略）体制が整備されていること」とは、いわゆる紹介外来制を原則とし

ていることであり、具体的には、次のいずれかに該当するものです。 

① 地域医療支援病院紹介率が８０％以上であること。 

② 地域医療支援病院紹介率が６５％以上であり、かつ、地域医療支援病院逆紹

介率が４０％以上であること。 

③ 地域医療支援病院紹介率が５０％以上であり、かつ、地域医療支援病院逆紹

介率が７０％以上であること。 

 

■地域医療支援病院紹介率＝ 
紹介患者の数 

×１００ 
初診患者の数 

   

■地域医療支援病院逆紹介率＝ 
逆紹介患者の数 

×１００ 
初診患者の数 

 

 

○ 地域医療支援病院の具体的な承認要件等については、資料２－３のとおりです。 


